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秩父市の印象

街と自然が近い。

地域で関わる方々がやさしくおもてなししてくれる。

夏暑く冬寒い。

どんな地域おこしがしたいか

森林や自然環境に関する地域の困りごとを解決し、高齢化が
進む中山間地域を活性化する何かを見つけたい。

所属：　森づくり課

着任：令和７年４月１日～

出身神奈川県横浜市

［　自己紹介　］

写真



• 自伐型林業を行っていく上での必要な知識、技術
の習得。

• 放置竹林の整備と、竹を利用した新たな産業の創
出

• 最終目標は中山間地域の活性化と若い世代の農林
業への参入への基礎を作ること。

自伐型林業の技術習得と農林業や農林産物を利用した新しい

特産品の開発などを通じて次世代を担う方が参入できる基礎

を作る。

活 動 目 標

活 動 内 容



自伐型林業や広葉樹の利用方法、

ツリークライミング技術など林業

周辺も含めて技術や、知識を習得

しています。

高齢化などで整備できなくなった

放置竹林を整備しています。

継続して整備を続けるために竹や

タケノコを利用できないか可能性

を探っています。
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自伐型林業技術の習得 竹林整備



こ こ に 注 目 ！

　今取り組んでいることは竹林整備です。

竹を利用した肥料や炭、タケノコの活用など可能性を

探っています。

放置竹林はイノシシなどの隠れ場所となり獣害の一

因となることがあり里山と動物の棲み分けのためにも

竹林の整備や笹薮の刈取りは大切です。

　　出会いを大切にしていろいろな方と繋がり中山間

地域を活性化する方法を探っていきます。

今後は活動の内容と活動地域を少しずつ広げ、可

能性を見つけていきたいと思います。

　

今 後 の 活 動
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